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要 　　　約

本研究は，入院中の高齢患者への口腔ケア実践に焦点をあてて展開した臨床実習の効果と意義につ
いて検討することを目的とした．研究対象は �大学保健看護学科 年次生 
名である．学生は要介護
高齢患者に朝夕の口腔ケアの実践と評価を �日間継続して行った．実習記録の記載内容及びカンファ
レンスでの討議内容をもとに，口腔ケアの実践を通して得られた学生の学びを整理し，分析した．結

果，要介護高齢者は，口腔内の状態が改善し，自浄作用が高まることで，爽快感を得た．さらに，生活
リズムが整う，口腔ケアへの意欲が高まる，周囲への関心が広がる，生きることに積極的になる等の
効果が得られた．一方学生は，口腔ケアの実践効果を体験的に学び，要介護高齢者に口腔ケアを実施
することの必要性に気づくことができた．また，人間関係を形成する上では，関わりの量より質が重
要であることを学んだ．口腔ケアに焦点をあてた実習は，看護職者としての人間観，高齢者観，看護
観の育成に有効であり，口腔ケアの実践は要介護高齢者への看護支援の具体的な手がかりになる．そ
して，実習指導方法としても口腔ケアの実践を実習の中心に位置づけることは意義あることである．

は じ め に

老年看護において，看護職者のもつ人間観，高齢
者観，看護観は，ケアの質に大きく影響する．その
ため，高齢者理解のための効果的な教育方法の検討
は重要な課題であり，筆者らも高齢者のライフヒス
トリーの聴取や高齢者擬似体験など，高齢者理解に
向けた学習の工夫を行っている��．しかし高齢者理
解を深めることのできる最良の教育の場は，実際に

高齢者と出会い，向き合うことのできる臨床実習に
他ならない．筆者らは，高齢者のニーズに沿った看
護ケアの実践は，学生が高齢者の生活歴や健康観，
人生観を知ることから始まると考えている．そして
そのことが，高齢者の人格を尊重した関わり方につ
ながると考え，老年看護学の講義及び臨床実習を展
開している．
学生は，臨床実習において高齢者の力を最大限に

活かしたケアを提供したいと願い，できることは高

齢者自身ですることを高齢者に求める．この際に学
生の思いが先行してしまうことで，学生は高齢者か
らの拒否を経験し，身動きが取れなくなることが
ある．このような時，教師は学生とともに高齢者の
ベッドサイドを訪問する．そして，こじれた人間関
係の修復を試みる．その時に学生とともに実践する

ケアは，口腔ケアや髭剃りなど基本的なケアである．
学生はそのケアを手がかりに高齢者と出会い，関係
を築き始める．結果的に学生は，高齢者のニーズに
沿った看護ケアを展開していくことができる．これ
らのことから筆者らは，このようなケアを取り上げ
た指導の重要性を実感している．
口腔ケアや髭剃りは，日常の中であたりまえに行

われるものであり，高齢者にとっても気持ちよさを

得られやすく，受け入れやすいケアである．特に口
腔ケアは，男女を問わず毎日数回行われるものであ
り，ケアとしての難易性も低く，学生にとっても高
齢者の看護支援として導入しやすい．このような理
由から，口腔ケアの実践を手がかりにした実習指導
の効果と意義について明らかにしたいと考えた．し
かし，口腔ケアの効果に関する文献は，口腔ケアが
感染の予防や ���の拡大，人間関係の創造などに
効果があり，結果として患者の ���の向上につな

がる����といった患者にとっての意義を述べている
報告が多く，看護教育の視点に立ったものは少ない．
本研究の目的は，高齢者への口腔ケア実践に焦点を

あてた 年次生の総合保健看護学実習での学生の学
びを通して，口腔ケア実践の効果と臨床実習指導の意
義について検討することである．
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研究課題の背景

�．総合保健看護学実習指導の概要

　� � � 　実習の位置づけ

総合保健看護学実習は，「看護の総合力を高め，各

領域の保健看護の実践を向上させる姿勢と研究的態
度を培うこと」を目的として，年次に �単位で展
開されている．本実習は学科の全教師が担当し，そ
れぞれ �� 
名程度の学生を指導する．そして学生
が自己の関心のあるテーマについて，教師の指導を
得ながら実習を企画し，展開する方式をとっている．
　� � � 　実習展開の実際

　� � � � � 　実習の組み立て

「要介護状態にある入院患者の口腔ケアがもたら

す心身のリフレッシュ効果についての研究（ 一人一
人が大切になる口腔ケアの実現）」というテーマで
実習を展開した．実習目標及び実習期間，実習場所
は表 �の通りである．実習は，表 �の実習展開に示
したように �段階に組み立てた．
　� � � � � 　実習の展開方法

　（�）「口腔ケアアセスメント表」の作成

口腔ケアを実践する前段階の準備として，まず
文献検討を行い，心身のリフレッシュ効果につい
て測定できる『口腔ケアアセスメント表』を作成し

た．『口腔ケアアセスメント表』は，データベースと
チェック表から構成される．それぞれに含まれる主
な項目は表 �に示した．
　（�）口腔ケアについての学内演習

学生が自信を持って口腔ケアの実践ができること，
提供する口腔ケアの質の統一を図ることを目的に，
口腔ケアについての学内演習を行った．演習は 
日
間に渡り，表 �に示す内容について実施した．教師
はデモンストレーションを行うとともに学生の口腔

ケア技術の習得を確認した．
　（�）口腔ケアの実践と評価

口腔ケアを実践する対象は，��重度の痴呆状態で
はない，��寝たきりに近い状態にある，��感染症を
もたない，�自分自身で口腔ケアが実施困難である，
の 条件を満たす高齢者で，病棟の看護管理者に選
定してもらった．

表 � 実習の組み立て

表 � 口腔ケアアセスメント表に含まれる主な項目
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表 � 口腔ケア演習の内容

表 � 口腔ケアの実践及び評価の手順

学生は，朝夕の食事への援助及び口腔ケアを �日
間，継続的に実施した．なお，表 に示す手順で，
口腔ケアアセスメント表のデータベースに基づいた
情報収集及びアセスメント，ケア方法の検討を行う
とともに，チェック表を用いて口腔ケアの実践及び
評価を行った．教師は，アセスメント及びケア方法
の検討，カンファレンスの際に助言を行った．さら
に，初期及び介入困難な要介護高齢者の口腔ケアを

学生とともに実施した．

�．要介護高齢者の口腔ケアをめぐる現状

大竹は，老人専門病院や特別養護老人ホームでの
実態調査などを通して，高齢者の口腔内の状態につ
いて，「障害がある，あるいは寝たきりとなっている
高齢者では，口腔内は汚れ，歯や歯肉の疾患，口臭
がある．このような状況では治療が必要だが，未処
置のままである．歯根のままで義歯がない，あって

も合わない状態もみられる．病気で免疫機能が低下
している高齢者は，全身状態が悪く，歯や口腔粘膜
が悪化しがちで，歯が痛んだり，喪失したり，粘膜
の問題が多い．」����という現状を指摘している．こ
れは，唾液の分泌量が少なくなり，自浄作用が低下
するといった加齢に伴って起こる口腔内の変化や，
高齢者の口腔内が薬物や疾患の影響を受けやすいこ
となどにより起こっていると考えられる．しかし要
介護高齢者においては，自己で十分に口腔内の清掃

ができない場合も多く，口腔ケアの不足がもたらし
ている状況でもある．口腔ケアは介護保険の導入を
機に関心が高まり，看護の現場でも要介護高齢者に
対する口腔ケアの重要性・必要性が再認識されるよ

うになったが，治療や他の看護ケアが優先され，口
腔ケアが後回しにされやすいこと ��や「やったつも
り」でも「やれていない」ことも多い��などの現状
が指摘されている．そしてこの背景には，看護職者
の知識・技術不足の実態や看護教育の問題点が指摘
されている���．

研 究 方 法

�．対象

�大学保健看護学科 年次生 
名を対象に，平成�
年度の総合保健看護学実習において，口腔ケアに焦点
をあてた実習の展開を試みた．なお，学生は各々 �名の
要介護状態にある患者を担当し，口腔ケアを �日に
朝夕の �回実施した．本研究では，要介護状態にあ
り入院中の高齢者（以下，要介護高齢者とする）�名
（壮年期患者 �名を除く）への口腔ケア実践を通して
得られた学生の学びを，分析の対象とした．

�．データ収集および分析の方法

実習記録の記載内容から，口腔ケアの効果，口腔
ケアに対する学生の認識の変化，口腔ケア実践を通
しての気づき，などについて整理し，各学生の学び
の内容を検討した．口腔ケア実践の効果については，
学生がカンファレンスで討議し，考察した内容につ
いて整理した．以上をデータとして，��口腔ケア実
践により得られた要介護高齢者への効果，��学生が
充実感を得る上での効果，��要介護高齢者に一人の
人として出会い，ケアを実践することへの効果の �

視点から分析し，口腔ケア実践に焦点をあてた老年
看護学実習の効果と意義について考察した．
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�．倫理的配慮

対象となった学生には，研究の趣旨を説明し，実
習記録をデータとして用いることについて同意を得
た．また，口腔ケアを実施した要介護高齢者及びそ

の家族，病院及び病棟の看護管理者には，実習の目
的・内容・方法を説明し，研究への承諾を得た．

結 果

�．要介護高齢者の概要

今回学生が口腔ケアを実施し，分析の対象となっ
た要介護高齢者は，外科・整形外科・内科に入院中
の �名で，男性 �名，女性 �名，平均年齢は����歳
であった．表 
に，主病名，���，痴呆の有無など
について示した．

�．口腔ケア実践の実際

�事例の口腔ケア実践の実際について，それぞれ，
実習開始時の要介護高齢者の状況，口腔内の問題，
口腔ケアを実施する際の身体的な注意点，アセスメ
ント，ケア方法，及び口腔ケアを実践して得られた
結果と評価について整理した．ここではその例とし
て，表 �に事例 ��，表 �に事例 ��について示した．
事例 ��は，癌の進行により常時側臥位で床上安静で

すごしている絶食状態にある��歳の女性であった．
実習開始時には無欲的であったが，朝・夕の口腔ケ

アを継続的に実施することにより，笑顔がみられる
ようになり，コミュニケーションが増えていった事
例である．学生は，誤嚥を防ぐために体位や歯磨き
剤として含嗽水を用いるなどの工夫をし，高齢者の

変化に合わせて口腔ケアの方法を変更した．
事例 ��は，第��胸椎圧迫骨折の疑いにより入院し

た ���全介助（�� �）の��歳の女性である．これ
までの生活が一変し，自分の置かれた状況が受け入
れられないでいた．学生は入院 �日目から関わり，
その関わりを通して，自分の気持ちを表出するよう
になった事例である．学生は，腰痛と誤嚥予防に留
意し，初期から義歯の脱着や綿棒での歯肉マッサー
ジなどを本人に行うように指導しながら口腔ケアを

行った．また，安静度の変更により，体位を仰臥位
からファーラー位へと変えて実施した．

�．口腔ケア実践を通して得られた学生個々の学び

　� � � 　�学生の学び：事例 ��，事例 ��

�学生は口腔ケアへの認識が変化していた．即ち，
実習の準備段階の「大切なケアのひとつではあるけれど，
どうしても優先順位では後になってしまう」という
消極的な考えから「時間がないという理由でケアを

行わないことは，看護職者として決してあってはな
らない」という積極的な考えへと変化していた．ま
た，口腔ケアを実践する中で�学生が捉えた，口腔

表 � 口腔ケアを実施した要介護高齢者の特性
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表 � 事例 ��（��歳，女性）の口腔ケア実践の実際

内の変化，���の拡大，周囲への関心の高まりな

どの高齢者の心身の変化は，「次にまた頑張ろうと
いう（学生の）意欲につながる」「患者様の立場か
らも ���の向上という部分にほんの少しだけかも
しれないが触れることができた」という思いにつな
がっていた．さらに，「口腔ケア時のみの関わりで
あったが，確実に人間関係を築くことができた．長
い関わりをもつだけが人間関係を深めることではな
い」と学んでいた．
　� � � 　�学生の学び：事例 ��，事例 ��

�学生は訪問看護の実習において口腔ケアの重要
性を初めて実感したと述べている．嚥下障害のため
に経口的に食事ができなくても，歯磨きとうがいだ

表 � 事例 ��（��歳，女性）の口腔ケア実践の実際

けは毎日必ず自分で行っていたという情報から，「口

腔ケアがその方の意欲や明るさを引き出している」
と感じ，口腔ケアによる心理的変化を知りたいと考
えて本実習に臨んだ．そして，「口腔ケアを通して，
患者様ときちんと関わり，適したケアを行うことが，
患者様の満足につながり，その方らしさを引き出す
ことや，自立を支えることになるのではないかと思
う」と口腔ケア実践の持つ意味について考察した．
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さらに「口腔ケアにも多くの視点，注意点，個々に適
した方法があるように，全てのケアにも同様にある
ことが理解できた． �つ �つのケアの意味を考え，
患者様に適した方法を選択できるようにアセスメン

トをすることが必要である」ことを学んでいた．
　� � � 　�学生の学び：事例 	�

事例 
�は，尿路感染症と仙骨部の褥瘡治療のため
に入院していたが，脊椎損傷やうつ病もあり，「清
潔はどうでもいいと思っていると感じられる人」で
あった．�学生は習慣にないことをケアに取り入れ
ることの難しさと，口腔ケアに関心が持て動機づけ
となるような関わりを工夫する必要性を実感した．
そして，「入院までの生活習慣や価値観を尊重し，ケ

アが苦痛なものになってしまわないような関わりの
大切さ」に気づけた．また，「継続してケアを行うこ
とや個々の状態をアセスメントし実施することで，
�日間であっても，口腔内の保清がより効果的にで
きる」ことを体験的に学んでいた．さらに，「人は何
か気遣ってもらうことで癒しになるのではないだろ
うか．患者様が『この看護師さんは私を大事にして
くれている』と思えるかどうかが大切だと感じた」
「口腔ケアが患者様の力を引き出すことに寄与でき

たのではないか」という学びにつながっていた．
　� � � 　
学生の学び：事例 ��

学生は，実習前には，「口腔ケアが私たちの日常
生活にあまりにも定着しすぎているため，口腔ケアの
意義や効果について考えたことはなかった」という．
しかし，実践を通して「たった �日 �回�	分� �時
間のケアであっても，爽快感が得られるだけでなく，
表情が豊かになったり，意欲が出てきたりという変
化がみられた」と，口腔ケアの重要性を実感してい

た．そして「患者様にとっての口腔ケアは，私たち
がとらえる以上に意味のあるもの」であり，「口腔ケ
アは入院生活に定着すべきケアであり，もっと看護
職者が重要性を認識して実施しなければならないケ
アである」「日常生活の中であたりまえに行っている
ことに対してもっと目を向け，その意義を考える必
要がある」と日常生活援助という看護ケアの持つ意
味について考えようとしていた．「短時間であって
も，ケアを通して患者様としっかり向き合い，関わ

ること」の大切さに気づくことができた．
　� � 	 　�学生の学び：事例 �，事例 ��

�学生は，舌ブラシや綿棒を初めて用いた高齢者へ
の口腔ケアを通して，徐々に行うことや継続して行う
こと，用具を有効に使用することが，口腔内の状況の
改善や患者の口腔ケアに対する意欲を高めるなど，口
腔ケアの効果を体験的に学んだ．そして，「口腔ケア
を継続することで，会話が増え，関わりができたこと

は，口腔ケアが単なる口腔内の清掃という技術だけで
なく，患者さんの今の状態を知る機会となることや，信
頼関係を築くことにつながること」を実感していた．
「口腔ケアを患者さんにまかせてしまうのではなくて，

できるところは行ってもらい，できないところをでき
るように援助することが必要である」「今回の実習を通
して口腔ケアに対する認識が高くなった．今後，大事
にしていきたい看護技術として意識していきたい」
「個々の状態をアセスメントし，適切な方法で効果的
に口腔ケアを行うことを追求していきたい」と認識の
変化や今後の自己の課題へと結び付けていた．

�．全事例からみる口腔ケア実践の効果と学び

要介護高齢者への口腔ケア実践の効果について，
全事例の結果をもとにカンファレンスを行った．具
体的には，表 �に示すように， ��口腔ケアの継続実
施が口腔内の状態・清掃状態にもたらす変化， ��口
腔ケアの心理社会的側面への影響，��口腔ケアの口
腔清掃自立度・口腔機能の程度，発声への影響， �

口腔ケアがもたらす心身のリフレッシュ効果，の 

点から考察し，学びを共有した．
��については，口腔ケア実践による効果とともに，

高齢者を尊重した口腔ケア計画を立案し，継続的に実
施することの重要性や，きちんとしたアセスメントに
基づいた適切なケアを，確実に継続的に行うことの重
要性について考察した． ��では，�回のケアによる
効果と，継続的なケアによる効果をとらえた．また，
高齢者の背景や心身の状態，高齢者の口腔ケアに対
する価値観などを配慮したケアの重要性について考
察した． ��では，口腔ケアに対する高齢者の意欲の
向上が，高齢者が直接的，あるいは間接的な形で口

腔ケアへ参加することにつながることを考察した．
�では，口腔ケアによって得られた心身のリフレッ
シュ効果として，口腔ケアが高齢者の内に閉ざした
力や可能性を引き出す一手段となることを考察した．

考 察

�．口腔ケア実践に焦点をあてた実習の効果

　� � � 　高齢者にとっての口腔ケア実践の効果

本研究の結果，朝・夕の口腔ケアは，高齢者の口腔
内の状態を改善させ，清潔を保つことに有効である
ことが明らかになった．継続的に口腔ケアを行うこ

とにより，爽快感を得るとともに清潔になったこと
に喜びを感じることができた．さらに，生活リズム
を整えることや人間関係の形成にも有効であった．
また，口腔ケアは，高齢者の新しく何かをしようと
いう意欲を生み，他者と関わろうという気持ちをも
たらすことなどから，高齢者の内に閉ざされた力や
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表 	 口腔ケア実践の効果及び考察

可能性を引き出す一つの手段になっていることが示
唆された．これらの結果は，これまで報告されてい
る口腔ケアの効果に関する研究結果����と一致して
いた．
　� � � 　学生にとっての口腔ケア実践の効果

学生はそれぞれ，要介護高齢者への口腔ケアの実
践を通して，継続的に口腔ケアを実施することによ
る効果を体験し，必要性を実感することができて

いた．
次に，実習の充実感・満足感の視点から実習の効

果を考察する．�学生は，高齢者の心身の変化から，
「次にまた頑張ろうという（学生の）意欲」を感じ
「患者様の ���の向上へ少しは貢献できた」「確実
に人間関係を築くことができた」という実感を得る
ことができた．�学生は，「きちんと関わり，適した
ケアを行うこと」が，高齢者の満足や，その方らし
さ，自立を支えることになると，自己の口腔ケア実

践に手応えを感じることができた．�学生も，「人

は何か気遣ってもらうことで癒しになる」と感じ，
「口腔ケアが患者様の力を引き出すことに寄与でき
たのではないか」と，自己の口腔ケア実践を評価し
ていた．�学生は，「ケアを通して高齢者としっか
り向き合い，関わることの大切さ」に気づいた．�
学生は，口腔ケアが「単に口腔内を清掃する技術で
はなく，高齢者の状態を知る機会になり，信頼関係
を築くことにつながる」ことを実感できた．

以上のように，
名の学生全員が，口腔ケア実践
を通して高齢者と深く関われたことを，自分のこと
ばで表現していた．�	分� �時間の関わりを朝・夕
�回，継続して �日間実施するという実習であった
が，学生の学びは多く，充実し満足できる実習になっ
たと考えられる．
　� � � 　高齢者と一人の人として出会うことのでき

る看護職者の育成への効果

上述の通り学生にとって今回の実習が充実したも

のになったのは，学生が一人の人として大切に高齢
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者に出会えていたからである．即ち，それぞれの学
生が要介護高齢者に対して，その状態に合った適切
な方法で，心を込めて確実に口腔ケアを実施してい
たことの結果である．これを �学生の例から説明

する．事例 
�の高齢者は，「清潔はどうでもいいと
思っていると感じられる人」であり，�学生は，「習
慣にないことをケアに取り入れることの難しさと口
腔ケアに関心が持て動機づけとなるような関わりを
工夫する必要性を実感した」と述べている．�学生
は，事例 
�の高齢者の口腔ケアに関する価値観や入
院までの生活習慣を知り，それを尊重したケア計画
を立てた．「歯磨きに関してはしてもしなくてもか
まわない」という考えであったため，「本人の負担が

大きくならず，口腔ケアによる爽快感を感じていた
だく」ことに心がけた．「ケアが苦痛なものになっ
てしまわない」ように継続してケアを行うことで，
口腔内の状態は改善し，口腔ケアへの参加も，「声か
けにより行える」状態から「自ら時間をかけて鏡を
みて丁寧に行う」ように変化した．「高齢者が『この
看護師さんは私を大事にしてくれている』と思える
かどうかが大切である」という学びにつながった．
いったん口腔を看護・介護者に対して開けること

によって，それまで外に対して閉ざしていた心を開
放してくれる可能性が高くなる��と米山は指摘す
る．本研究で学生が出会った要介護高齢者において
も，口腔ケアが，学生が要介護高齢者に対して人と
して大切に関わることを続けた結果，彼らの内に閉
ざされた力や可能性を引き出す一つの手段となった
と考えられた．
これらのことより，口腔ケア実践に焦点をあてた
実習は，学生が「高齢者に一人の人として出会い，

ニーズに沿った看護ケアを展開していくこと，学生
自らも高齢者の人格を尊重した関わり方ができるこ
と，療養生活の中にも高齢者の積極的な生き方を見
いだすこと」のできる看護職者の育成に有効である
ことが示唆された．

�．口腔ケア実践に焦点をあてた実習指導の意義

口腔ケア実践のもつ特性と今回試みた臨床実習の
展開方法の特徴の �方向から，口腔ケア実践に焦点

をあてた臨床実習指導の意義について考察したい．
　� � � 　口腔ケア実践をとりあげることの意味

筆者らが口腔ケア実践に焦点を当てて実習を組み
立てたのは，以下の つの理由による．�つ目は，
口腔ケアが実施頻度と難易性の点から，学生にとっ
て実践しやすいケアであること．清拭などのケアも
要介護高齢者にとって必要不可欠なケアではあるが，
これらは高齢者の体調に左右されやすい．一方，口

腔ケアは体調が悪くてもでき，また体調が悪いから
こそ必要なケアでもある．即ち，口腔ケアは，学生が
毎日繰り返しケアを実践し，振り返り評価すること
が可能なケアといえる．�つ目は，口腔ケアの効果

は，口腔内状況，齲歯発生状況，口臭，歯肉炎・歯周
炎などの状況として比較的短期間で現れてくる	�と
いう点である．�つ目は，口腔が身体の中で最も敏
感で頻繁に使う器官であるばかりでなく，大脳皮質
の感覚野の � � �を占めている��ことである．即ち，
口腔ケアは大脳皮質への刺激となり，気持ちよさを
追求したケアが提供されることにより，爽快感だけ
でなく，ケアの受け手である要介護高齢者の満足感，
大事にされている感覚につながりやすい．さらにそ

の感覚は，要介護高齢者の生きることへの意欲へと
つながっていく ��．つ目に，口腔ケアが学生だけ
でなく教師にとっても，難易度や頻度の点から臨床
実習において介入しやすいケアであること．即ち，
教師がロールモデルとなりながら，学生とケアの場
を共有することが可能なケアである．さらに，口腔
ケアを自力で行うことのできない要介護高齢者に対
する口腔ケアは，看護職者から重要なケアと認識さ
れながらも，治療や他の看護援助が優先され，後回

しになっているという現状がある��．また，「やった
つもり」でも「やれていない」ことも多い��．以上
が，教師が口腔ケア実践を実習指導にとりあげやす
い理由である．
　� � � 　展開方法からみた実習指導の特徴

今回試みた実習の展開方法には，つのポイント
がある．�つ目は，要介護高齢者に対して，�日間
継続して，朝・夕の食事への援助と口腔ケアのみに
関わる点である．�つ目は，学内演習で，口腔ケア

の練習を徹底的に行い，口腔ケア実践に自信をもっ
て望んだ点である．�つ目は，実際に口腔ケアを実
施するにあたって，きちんとしたアセスメントを行
い，口腔ケア方法を計画した点である．そして つ
目は，教師の関わり方である．教師は，初期及び介
入困難な高齢者への口腔ケアの場を共有し，学生が
要介護高齢者に安全・安楽な口腔ケアが提供できる
ように，見守りや適宜介入することで口腔ケアの実
践場面を整えた．また，時にはロールモデルとして

の役割を果たした．さらに，共有した看護場面の振
り返りやカンファレンスにより，学生の経験を看護
として意味づけていくことを繰り返し行った．
臨床実習の基本的な目的は，「臨床の知」���を学

ぶことである．藤岡は，「看護はまさに個別性，経験
と意味，相互解釈的コミュニケーション，非操作性
と受容などを基本的な性格とする営みであり，実習
はまさにこの「臨床の知」を学ぶ場である」���と述
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べている．そして，臨床知を経験として学ぶ経験型
（看護臨床学モデル）の実習モデル �
�を提唱してい
る．この実習モデルは，学生が自らの経験に意味づ
けをしていく実習である．そして教師は，学生に何

かを教え込むのではなく，学生の主体的な学びが進
んでいくように助言したり，モデルになったり，学
習環境を整えたりする役割を持つという．今回，筆
者らが行った総合保健看護学実習は，まさにこの実
習モデルにより展開されているものといえる．
一方，ミルトン・メイヤロフは，『ケアの本質』の

中で，「ケアすることは，知識を得ることと同様に，
本質的に興味深い人間活動のひとつである」���，「一
人の人格をケアするとは，もっとも深い意味で，そ

の人が成長すること，自己実現をすることを助ける
ことである」�	�，「相手が成長し，自己実現するこ
とを助けることとしてのケアは，ひとつの過程であ
り，展開を内にはらみつつ人に関与するあり方であ
り，それはちょうど，相互信頼と，深まり質的に変
わっていく関係とをとおして，時とともに友情が成
熟していくのと同様に成長するものなのである」���

と述べている．今回の実習において学生が要介護高
齢者と出会った時間は，朝及び夕に�	分� �時間ず

つであり，しかも �日間という短期間であった．し
かし，「 �週間ずっと �日中患者様と出会っていた
�年次の領域別の実習よりも高齢者と深い出会いが
できた」という学生の記述が物語るように，学生が
口腔ケア実践を通して得た学びの本質は，まさにミ
ルトン・メイヤロフのいう「一人の人格をケアする
こと」であったといえるのではないだろうか．
要介護高齢者への口腔ケア実践に焦点をあてて展

開した実習において好結果が得られたのは，目的意

識をもった 年次生を対象とした実習であったこと，
研究的視点を持ちながら事前に十分な準備をした上
での実習であったことも影響すると考えられる．し
かし，上述した口腔ケア実践のもつ特性によるとこ
ろは大きいと考える．口腔ケア実践は，ケアを実施
する学生自身がその効果を体験することで，�学生
が「次また頑張ろうという意欲」がもてたように，
学生のやる気を喚起することにつながっていた．さ
らに，学生が口腔ケア実践を通して得た自信は，他

のケアにも影響し，積極的になっていける��� 可能
性をもっている．
以上より，口腔ケアに注目した実習指導は，その

特性から，学生が要介護高齢者を �人の人として大
切に関わることができる看護職者の育成に貢献でき
ることが示唆された．さらに，領域別実習として展
開している老年看護学実習においても，実習前の演
習などにより口腔ケアの意義について学び，方法に

ついて習得しておくことで，同様の学びが得られる
ことが推察された．

お わ り に

筆者らは，要介護高齢者と一人の人として向き合

い，日常生活ケアを大切に思い，安全・安楽に，そし
てケアの受け手が満足できるケアを提供することの
できる看護職者の育成を目標に老年看護学の講義や
臨床実習を展開している．看護教育における口腔ケ
アの位置づけは低く���，臨床実習の中でも学生が口
腔ケアを実施する機会は少ない．井関ら ���は，看
護学生は難度が高い診療補助技術に興味を示し，「口
腔ケア」など日常生活援助技術への興味が低いこと
を明らかにしている．また吾妻���は，日常生活援

助技術について，実習の早期の段階で実践や動機づ
けを行うことの重要性を指摘している．本研究の結
果，学生は「口腔ケア」をはじめとする日常生活ケ
ア実践の重要性に気づくことができた．そして，「口
腔ケアは自信をもって行うことのできるケアになっ
た．卒業後，看護職者となってからも，積極的に口
腔ケアを行いたい」という心強いことばを残してく
れた．本研究をまとめることで，「口腔ケア」実践に
焦点をあてた実習が，藤岡のいう「臨床の知」を育

成する実習となっていることを実感することができ
た．今後も，「口腔ケア」を手がかりに「臨床の知」
を育成する実習指導を行っていきたい．

本研究をまとめるにあたり，実習報告書の使用を快く了

解してくださった学生のみなさん，学生の実習にご協力い

ただきました �病院入院中の患者の方々，�病院看護部

長，病棟責任者をはじめとするスタッフの方々に深謝致し

ます．

なお本研究は，平成��年度川崎医療福祉大学プロジェク

ト研究（代表：太湯好子）の助成により行った．
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口腔ケアに焦点をあてた老年看護学実習の有効性 �
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